
表
紙
の
ご
紹
介
に
あ
る
よ
う
に
、
今

年
も
当
法
人
の
敷
地
内
や
お
向
か
い
の

公
園
の
桜
は
、
患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ

ま
、
ご
近
所
さ
ま
に
好
評
で
し
た
。

み
な
さ
ん
の
お
近
く
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
に
き
れ
い
な
桜
が
今
年
も
咲
い
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
楽
し
ま
れ
た
で
し
ょ

う
か
？

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
た
り
気
分
を
変

え
た
り
し
て
く
れ
る
お
花
の
力
っ
て
す

ご
い
な
ー
と
、
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
Ｎ
）

編
　集
　後
　記

四
月
の
初
旬
、
ナ
カ
ム
ラ
病
院
を
囲

む
様
に
満
開
の
桜
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
桜
の
木
の
下
を
職
員
と
楽
し
そ

う
に
散
歩
す
る
患
者
さ
ま
。
時
折
舞
い

落
ち
る
花
び
ら
が
顔
に
当
た
る
こ
と
を

喜
ぶ
笑
い
声
が
聞
こ
え
、
私
も
幸
せ
に

な
っ
た
瞬
間
を
収
め
ま
し
た
。

ど
ん
な
日
に
も
、
き
っ
と
意
味
が
あ

り
、
ど
ん
な
こ
と
も
、
い
つ
か
楽
し
い

思
い
出
に
。
明
日
も
笑
い
あ
え
ま
す
よ

う
に
。

施
設
清
掃

　三
好

　奈
緒

　

今
月
号
の
表
紙
の
ご
紹
介

今
月
号
の
表
紙
の
ご
紹
介

祝！ 合格祝！ 合格

ソラちゃんとフィオには、これからイベントやホームページなど、
さまざまな場所で活躍してもらいます！

職員公募のもと、当法人のロゴマークをモチーフにしたキャラクター
「ソラちゃん」と「フィオ」が誕生しました。
発案者は理学療法士の中村萌子さんです。

働きながら勉強し、見事に資格をとった職員の方々です。
おめでとうございます。

【看　護　師】 武田　美香
【介護福祉士】 石嵜　知敏
 グエントゥイリン
　　　　　　　（技能実習生初の取得者です）
 室屋　絵理香
 中川　豊広

ソラちゃんは、ヒーローマントをまとっ
ていて、地域のためのセーフティネットで
あり続けたいという当法人の想いをイ
メージしています。名前は、
太陽のように明るい子という
意味を込めて、イタリア語で
太陽の意味を持つソラーレ
（solare）から名付けました。

フィオは、ソラちゃんの相棒で、当法人
が地域にしっかりと根付いていることを
表しています。フィオの目は、利用者さま
や患者さま、職員、地域の方々、みんなの
心に灯るあたたかい火から宿った色で、
この火を灯しつないでいく意思がひいろ

（緋色）に輝いています。名前
はイタリア語で花を意味する
フィオーレ（Fiore）から名付
けました。

・ 
  　　　　　　　　　　 … 2p
・ PIAギャラリー
　―染色―藤本眞理子展 …………… 6p
・ 医療法人ピーアイエー
　公式キャラクター誕生…………… 8p

・ 
  　　　　　　　　　　 … 2p
・ PIAギャラリー
　―染色―藤本眞理子展 …………… 6p
・ 医療法人ピーアイエー
　公式キャラクター誕生…………… 8p

  令和6年度  新入職員紹介
  7名の入職者にインタビュー
  令和6年度  新入職員紹介
  7名の入職者にインタビュー
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今
年
度
最
後
の
出
張
認
知
症
カ
フ
ェ

「
サ
ロ
ン
・
ド
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
」
が
観
音

台
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
開
催
、
今
年
度
最

後
と
い
う
こ
と
で
、
ボ
ー
イ
ズ
も
運
営

側
も
い
つ
に
も
増
し
て
気
合
が
入
っ
て

お
り
ま
し
た
！

さ
て
今
回
は
、
も
み
じ
銀
行
五
日
市

北
支
店
支
店
長
代
理
田
中
由
美
子
さ
ん

に
よ
る
「
銀
行
員
に
聞
く
、
こ
ん
な
と

き
お
金
は
ど
う
な
る
の
」
と
い
う
と
て

も
興
味
深
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ク
イ
ズ
形
式
で
と
て
も
分
か
り

や
す
く
皆
さ
ま
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
家
族
だ
か
ら
と
い
っ
て

容
易
に
親
の
財
産
を
管
理
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
事
、
信
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と

で
親
の
財
産
を
管
理
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
私
自
身
も
今
ま
で
お
金
の
事
を
両

親
と
話
す
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

の
で
、
今
回
の
事
で
両
親
と
一
緒
に
考

え
る
事
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
み
、
当
カ
フ
ェ
自
慢
の
生

演
奏
の
時
間
で
す
。
音
楽
家
は
な
ぜ
あ

ん
な
に
素
敵
な
の
で
し
ょ
う
か
？  

イ

ケ
メ
ン
二
人
に
よ
る
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
午
後
の
ひ
と
時
が

優
雅
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
ボ
ー
イ
ズ
の

登
場
で
す
！  

い
つ
も
と
は
全
く
違
う

衣
装
で
!!  

照
れ
な
が
ら
も
、
い
や
堂
々

と
し
た
姿
で
登
場
！  

学
生
服
！

そ
う
！  

認
知
症
カ
フ
ェ
リ
ク
エ
ス

ト
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
い
え
ば
！

「
高
校
三
年
生
！
」

そ
う
で
す
！  

こ
れ
が
気
合
を
入
れ

た
理
由
の
一
つ
！  

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
皆
さ
ま
リ
ク
エ
ス
ト
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
披
露
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
運

営
側
の
思
惑
通
り
皆
さ
ま
の
歓
声
を
浴

び
な
が
ら
の
登
場
で
す
。
そ
し
て
今
回

は
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
楽
し
く

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
の
歌
声
喫
茶
。
皆
さ

ま
と
一
緒
に
歌
っ
た
、「
三
六
五
歩
の

マ
ー
チ
」、「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」。
体
と
心
躍
る

喫
茶
、
皆
さ
ま
の
笑
顔
の
花
が
満
開
で

し
た
。
毎
回
歌
声
喫
茶
は
好
評
で
、
こ

ん
な
時
間
が
ず
っ
と
続
き
ま
す
よ
う
に

と
願
う
程
、
皆
さ
ま
が
笑
顔
に
な
る
時

間
で
す
。
林
先
生
、
宮
本
先
生
も
参
加

さ
れ
る
歌
声
喫
茶
。
林
先
生
の
ト
ー
ク

で
皆
さ
ん
林
ワ
ー
ル
ド
に
染
ま
っ
て
い

く
の
で
す
。
で
も
ボ
ー
イ
ズ
も
負
け
て

い
ま
せ
ん
よ
！

「
高
校
三
年
生
」
を
全
力
で
披
露
、
会

場
の
皆
さ
ま
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
最
高

潮
！  

さ
す
が
リ
ク
エ
ス
ト
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
で
す
。
や
り
切
っ
た
ボ
ー
イ
ズ
に

惜
し
み
な
い
拍
手
。
こ
れ
は
佐
伯
区
民

文
化
セ
ン
タ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
も
夢
で
は

な
い
！ 

と
確
信
し
た
カ
フ
ェ
で
し
た
。

令
和
五
年
度
出
張
認
知
症
カ
フ
ェ

「
サ
ロ
ン
・
ド
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
」、
観
音

台
公
民
館
で
今
年
度
は
最
後
の
カ
フ
ェ

と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
過
ご
し
た
数
時
間
で
皆
さ
ま
の
一

日
が
笑
顔
で
彩
り
あ
る
一
日
に
な
る
よ

う
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
暖
か
く
見

守
っ
て
下
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

頂
戴
し
な
が
ら
、
来
年
度
は
よ
り
良
い

も
の
と
な
る
様
が
ん
ば
り
ま
す
。
近
々

ま
た
お
会
い
で
き
る
日
を
心
待
ち
に
。

　
　認
知
症
カ
フ
ェ
・
ス
タ
ッ
フ

ビ
ッ
グ
マ
マ

　

天羽　媛香　看護師
①寝ること
②買い物・カフェに行く
③諦めないこと
④一生懸命頑張ります!!

吉永　未悠　看護師
①音楽を聴くこと
②Netflixで映画やドラマを観て
過ごしてます
③笑顔
④頑張ります!!

長谷川　瑠菜　准看護師
①音楽を聴くこと
②友達と会う
　旅行に行く
③負けず嫌い
④笑顔で積極的に頑張ります！

福田　彗未　准看護師
①音楽を聴くこと
②猫とすごす
③素直
④思いやりを持って一生懸命頑
張ります

渕𦚰　真美　介護士
①ランニング
　大会に向かって走ってます
②彼氏とデート
③笑顔
④よろしくおねがいします

谷峰　蓮人　医療福祉相談員
①美味しいご飯を食べること
②ドラマや映画を見ています
③真面目なところ
④頼ってもらえる人を目指しま
す。よろしくお願いします。

森口　拓哉　陽光の家　理学療法士
①仕事終わりや休日に飲みに行
くこと・野球
②映画鑑賞・買い物
③優しさ
④早く業務を覚えることが出来
るよう頑張ります

令和６年度　新入職員研修

●PIA・双樹会の理念・基本方針
●施設利用者の人権・医療・福祉関連の
規則について
●リスクマネジメントについて
●就業規則・給与規定・職務規定・社会
保険等
●人事制度ガイダンス
●施設見学
●接遇研修
●自己啓発（キャリアデザイン）
●標準予防策・経路別予防策・手指衛生
について
●認知症について
●認知症コミュニケーション
●広報誌について
●高齢者の栄養管理について
●歯科の役割・口腔ケア・義歯洗浄
●Aケア新人研修

認知症カフェだより
新入職員紹介

令和6年度
①好きなこと・ものは？
②休日の過ごし方は？
③あなたの持ち味は？
④一言お願いします

お聞きしました！お聞きしました！

120 120

3 2

　令和6年（2024年）4月 令和6年（2024年）4月　◇第120号◇　　◇第120号◇　



今
年
度
最
後
の
出
張
認
知
症
カ
フ
ェ

「
サ
ロ
ン
・
ド
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
」
が
観
音

台
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催
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②猫とすごす
③素直
④思いやりを持って一生懸命頑
張ります

渕𦚰　真美　介護士
①ランニング
　大会に向かって走ってます
②彼氏とデート
③笑顔
④よろしくおねがいします

谷峰　蓮人　医療福祉相談員
①美味しいご飯を食べること
②ドラマや映画を見ています
③真面目なところ
④頼ってもらえる人を目指しま
す。よろしくお願いします。

森口　拓哉　陽光の家　理学療法士
①仕事終わりや休日に飲みに行
くこと・野球
②映画鑑賞・買い物
③優しさ
④早く業務を覚えることが出来
るよう頑張ります

令和６年度　新入職員研修

●PIA・双樹会の理念・基本方針
●施設利用者の人権・医療・福祉関連の
規則について
●リスクマネジメントについて
●就業規則・給与規定・職務規定・社会
保険等
●人事制度ガイダンス
●施設見学
●接遇研修
●自己啓発（キャリアデザイン）
●標準予防策・経路別予防策・手指衛生
について
●認知症について
●認知症コミュニケーション
●広報誌について
●高齢者の栄養管理について
●歯科の役割・口腔ケア・義歯洗浄
●Aケア新人研修

認知症カフェだより
新入職員紹介

令和6年度
①好きなこと・ものは？
②休日の過ごし方は？
③あなたの持ち味は？
④一言お願いします

お聞きしました！お聞きしました！

120 120
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み りーぁふ
光陽

な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
利
用
者
の
皆
さ
ま
は
ペ
ロ

リ
と
完
食
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え

て
、
今
年
は
お
や
つ
の
ケ
ー
キ
を
手
作
り

し
ま
し
た
。
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
の
上
に
生

ク
リ
ー
ム
、
イ
チ
ゴ
を
載
せ
、
そ
の
横
に

は
お
雛
さ
ま
を
添
え
て
、
可
愛
い
ケ
ー

キ
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
お
や
つ
の
時
間

は
体
操
を
し
た
後
に
設
け
て
い
る
た
め
、

身
体
を
動
か
し
て
お
腹
が
ペ
コ
ペ
コ
に

な
っ
た
利
用
者
さ
ま
は
、
目
の
前
に
用

意
さ
れ
た
ケ
ー
キ
に
大
興
奮
で
し
た
。

今
年
も
利
用
者
さ
ま
に
「
今
日
は
良

い
お
雛
さ
ま
に
な
っ
た
よ
」
と
喜
ん
で
い
た

だ
け
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
ひ
な
祭
り
。

こ
ん
な
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
職
員
一
同

と
て
も
幸
せ
で
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　陽
光
の
家

　通
所
介
護
事
業
所

相
談
員
兼
介
護
職

　網
本

　忠
文

　

今
年
の
冬
は
暖
冬
と
言
わ
れ
、
暖
か

い
日
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
三
月
に
入
っ
た
途
端
に

雪
が
降
る
く
ら
い
に
寒
い
日
が
あ
り
、

皆
さ
ま
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
？

陽
光
の
家
で
は
、
毎
年
二
月
中
旬
ご

ろ
か
ら
事
務
所
前
に
七
段
飾
り
の
立
派

な
お
雛
さ
ま
を
飾
り
ま
す
。
事
務
所
前

を
行
き
来
す
る
利
用
者
さ
ま
、
ご
家
族

さ
ま
も
「
す
ご
い
ね
。
立
派
ね
」
と
思
わ

ず
足
を
止
め
て
見
と
れ
て
し
ま
わ
れ
る

ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
陽
光
の
家
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
ひ
な
祭
り
当
日
の
お
昼
ご
飯
に
ち

ら
し
寿
司
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ち

ら
し
寿
司
が
利
用
者
さ
ま
か
ら
大
変
好

評
で
す
。
お
昼
ご
飯
の
時
間
に
は
「
今

日
は
ご
馳
走
じ
ゃ
。
私
は
寿
司
が
好
き

な
ん
よ
」
と
大
喜
び
さ
れ
ま
す
。
折
り

紙
で
折
っ
た
手
作
り
の
お
雛
さ
ま
を
添

え
て
、
見
た
目
も
と
て
も
可
愛
ら
し
く

陽光の家ひな祭り

今
日
は
桃
の
節
句
、
ひ
な
祭

り
で
す
。
桃
の
花
を
飾
り
、
ち

ら
し
寿
司
に
菜
の
花
の
和
え
物

が
出
来
上
が
り
、
元
気
よ
く「
い

た
だ
き
ま
す
」
!!

全
員
で
歌
っ
た
ひ
な
祭
り
は
、

男
性
利
用
者
の
素
敵
な
歌
声
が

ホ
ー
ム
に
響
き
渡
り
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

季
節
の
行
事
を
大
切
に
、
利

用
者
の
み
な
さ
ま
の
お
気
持
ち
が

晴
れ
や
か
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

甘
酒
で
乾
杯
!!

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　つ
ぼ
い

川
部

　明
美

　

ご家庭での食中毒予防ご家庭での食中毒予防

徐々に暑くじめじめする季節を迎えますね。食
中毒が発生しやすい時期のため、家庭でも注意が
必要です。そこで、家庭での予防ポイントをいくつ
か紹介します。

・購入時や保管時、下処理時に肉・魚の水分が他
の食品につかないようにする。

・冷蔵庫や冷凍庫は詰めすぎず、7割程度にする。
・調理前、食事前、生の肉・魚・卵を触った後は、
石鹸で手を洗う。

・おにぎりを握るときは、素手ではなくラップ等を
使う。

・冷凍食品は、冷蔵庫か電子レンジで解凍する。
・調理時や再加熱時は、中心までしっかり加熱する。
・調理前後の食品は常温で放置しない。

食中毒を予防し、食事を楽しみましょう。

ナカムラ病院　栄養科　　　　
管理栄養士　村田　汐梨

患者さまが快適に座るための取り組み
～職員のシーティングに対する意識向上～
患者さまが快適に座るための取り組み
～職員のシーティングに対する意識向上～

ナカムラ病院A3病棟  看護師　泊　紀子

A3病棟では日中の大半を車イス等に座って過ご
す患者さまが少なくありません。長時間車イスで過ごす患者さま
に苦痛がなく快適に座るためには、職員のシーティングに対する
意識の向上が重要だと考えました。しかし、介護者の知識不足か
らシーティングの理解が低い事が問題点として見えてきました。
そこで、チームで知識や技術を共有し、患者さまに合わせた
援助を行う事で良好なサイクルとなり、やりがい・意識向上に
結び付くことが分かりました。今回の研究により、シーティング
の目的や意義、実施方法などを学ぶことで、職員の意識向上に
つながることが分かりました。この研究で得たことを今後の業
務に活かしていきたいです。

コロナ禍における病院相談員の
業務変化について
コロナ禍における病院相談員の
業務変化について
ナカムラ病院地域連携センター　　
精神保健福祉士　田中　麻子

新型コロナウイルスの流行により、感染防止の目的で面
会制限等実施したため、業務の大半を対面で行っていた
相談員は業務内容の大幅な見直しを余儀なくされました。
入院相談の方法を見直し、院内の動画を作成したり、
必要に応じオンラインを活用しました。5類移行後の現在
もケースに応じて対面・非対面の両方で対応しています。
この度はコロナが業務を見直すきっかけとなりました
が、今後も定期的に業務を見直し、社会情勢や家族のニー
ズに応じた対応に努めてまいります。

第31回日本慢性期医療学会
大阪大会

超少子高齢化時代と慢性期医療
～Well Beingを目指した予防という役割～
会期：2023年10月19日（木）・20日（金）
会場：大阪国際会議場

ゆとりあるケアを行うために時間のロスをなくす  5S活動ゆとりあるケアを行うために時間のロスをなくす  5S活動
まいえ1  准看護師　石井　智香子

入所者さまによって衣類の収納場所が違うことから、入浴準備などで職員が何度も引き出しを開閉するといった、
本来する必要のない動作が多いことに着目した。
入浴準備物の入れ忘れや間違いによる時間のロスを減らすために、5S活動に取り組みタンス内の現状の把握・整

理をすることとしました。共通の収納場所とルールを決め職員に周知・習慣化したところ、衣類の把握がしやすくなり、ミスが減少
し時間のロスも減りました。今後ゆとりあるケアを行うために、タンス内整理の継続、季節の変わり目には、ご家族さまに衣類の依
頼を迅速に行っていきたいです。

第34回全国介護老人保健施設大会
宮城大会

地域共生社会の復権と老健
～デジタル化時代の絆～
会期：2023年11月21日（火）・22日（水）
会場：仙台国際センター

令和5年度研究発表の振り返り

令
和
五
年
度  

院
内
研
修
報
告

令
和
五
年
度  

院
内
研
修
報
告

研
修
委
員
会
で
は
毎
年
様
々
な
院
内
研
修
を
企
画

し
て
い
ま
す
。令
和
五
年
度
に
行
っ
た
院
内
研
修
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

四
月 

●
虐
待
に
つ
い
て

 

●
医
療
安
全
に
つ
い
て

五
月 

●
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

 

●
腰
痛
予
防
体
操

 

●
看
護
記
録
に
つ
い
て

六
月 

●
介
護
保
険
と
各
種
施
設
の
違
い
に
つ

い
て

 

●
感
染
対
策
に
つ
い
て

 

●
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

七
月 

●
薬
剤
の
管
理
に
つ
い
て

 

●
医
療
安
全
に
つ
い
て

 

●
輸
液
ポ
ン
プ
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

八
月 

●
安
全
運
転
講
習

 

●
Ｎ
Ｓ
Ｔ
研
修
（
歯
科
）

 

●
認
知
症
の
対
応

 

●
防
犯
講
習
・
訓
練

九
月 

●
行
動
制
限
に
つ
い
て

 

●
感
染
標
準
予
防
策
・
手
指
衛
生
に
つ

い
て

 

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て

 

●
人
事
考
課
に
つ
い
て

 

●
Ｂ
２
・
歯
科
・
リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
科 

研
究
発
表
会

 

●
第
三
十
一
回
日
本
慢
性
期
医
療
学
会
・

第
三
十
四
回
全
国
老
人
保
健
施
設
大
会

リ
ハ
ー
サ
ル

 

●
認
知
症
の
理
解

 

●
救
急
蘇
生
に
つ
い
て

 

●
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

十
月 

●
看
護
計
画
に
つ
い
て

 

●
Ａ
ケ
ア
研
修

十
一
月 

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て

 

●
ノ
ロ
吐
物
処
置
対
応

 

●
認
知
機
能
検
査
と
回
想
法
に
つ
い
て

 

●
第
三
十
一
回
日
本
慢
性
期
医
療
学
会
・

第
三
十
四
回
全
国
老
人
保
健
施
設
大
会

報
告
会

 

●
施
設
利
用
者
の
人
権
・
精
神
保
健
福
祉

法
に
つ
い
て

 

●
看
護
研
究
発
表

 

●
パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア

三
月 

●
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
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に
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日
が
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、
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ま
体
調
を
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れ
て
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せ
ん
で

し
ょ
う
か
？
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の
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で
は
、
毎
年
二
月
中
旬
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事
務
所
前
に
七
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飾
り
の
立
派
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雛
さ
ま
を
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す
。
事
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所
前

を
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来
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者
さ
ま
、
ご
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も
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す
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ね
」
と
思
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、
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祭
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当
日
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に
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た
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の
和
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が
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、
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」
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全
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で
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、
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の
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甘
酒
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杯
!!

　グ
ル
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プ
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　つ
ぼ
い

川
部
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美

　

ご家庭での食中毒予防ご家庭での食中毒予防

徐々に暑くじめじめする季節を迎えますね。食
中毒が発生しやすい時期のため、家庭でも注意が
必要です。そこで、家庭での予防ポイントをいくつ
か紹介します。

・購入時や保管時、下処理時に肉・魚の水分が他
の食品につかないようにする。

・冷蔵庫や冷凍庫は詰めすぎず、7割程度にする。
・調理前、食事前、生の肉・魚・卵を触った後は、
石鹸で手を洗う。

・おにぎりを握るときは、素手ではなくラップ等を
使う。

・冷凍食品は、冷蔵庫か電子レンジで解凍する。
・調理時や再加熱時は、中心までしっかり加熱する。
・調理前後の食品は常温で放置しない。

食中毒を予防し、食事を楽しみましょう。

ナカムラ病院　栄養科　　　　
管理栄養士　村田　汐梨

患者さまが快適に座るための取り組み
～職員のシーティングに対する意識向上～
患者さまが快適に座るための取り組み
～職員のシーティングに対する意識向上～

ナカムラ病院A3病棟  看護師　泊　紀子

A3病棟では日中の大半を車イス等に座って過ご
す患者さまが少なくありません。長時間車イスで過ごす患者さま
に苦痛がなく快適に座るためには、職員のシーティングに対する
意識の向上が重要だと考えました。しかし、介護者の知識不足か
らシーティングの理解が低い事が問題点として見えてきました。
そこで、チームで知識や技術を共有し、患者さまに合わせた
援助を行う事で良好なサイクルとなり、やりがい・意識向上に
結び付くことが分かりました。今回の研究により、シーティング
の目的や意義、実施方法などを学ぶことで、職員の意識向上に
つながることが分かりました。この研究で得たことを今後の業
務に活かしていきたいです。

コロナ禍における病院相談員の
業務変化について
コロナ禍における病院相談員の
業務変化について
ナカムラ病院地域連携センター　　
精神保健福祉士　田中　麻子

新型コロナウイルスの流行により、感染防止の目的で面
会制限等実施したため、業務の大半を対面で行っていた
相談員は業務内容の大幅な見直しを余儀なくされました。
入院相談の方法を見直し、院内の動画を作成したり、
必要に応じオンラインを活用しました。5類移行後の現在
もケースに応じて対面・非対面の両方で対応しています。
この度はコロナが業務を見直すきっかけとなりました
が、今後も定期的に業務を見直し、社会情勢や家族のニー
ズに応じた対応に努めてまいります。

第31回日本慢性期医療学会
大阪大会

超少子高齢化時代と慢性期医療
～Well Beingを目指した予防という役割～
会期：2023年10月19日（木）・20日（金）
会場：大阪国際会議場

ゆとりあるケアを行うために時間のロスをなくす  5S活動ゆとりあるケアを行うために時間のロスをなくす  5S活動
まいえ1  准看護師　石井　智香子

入所者さまによって衣類の収納場所が違うことから、入浴準備などで職員が何度も引き出しを開閉するといった、
本来する必要のない動作が多いことに着目した。
入浴準備物の入れ忘れや間違いによる時間のロスを減らすために、5S活動に取り組みタンス内の現状の把握・整

理をすることとしました。共通の収納場所とルールを決め職員に周知・習慣化したところ、衣類の把握がしやすくなり、ミスが減少
し時間のロスも減りました。今後ゆとりあるケアを行うために、タンス内整理の継続、季節の変わり目には、ご家族さまに衣類の依
頼を迅速に行っていきたいです。

第34回全国介護老人保健施設大会
宮城大会

地域共生社会の復権と老健
～デジタル化時代の絆～
会期：2023年11月21日（火）・22日（水）
会場：仙台国際センター

令和5年度研究発表の振り返り

令
和
五
年
度  

院
内
研
修
報
告

令
和
五
年
度  

院
内
研
修
報
告

研
修
委
員
会
で
は
毎
年
様
々
な
院
内
研
修
を
企
画

し
て
い
ま
す
。令
和
五
年
度
に
行
っ
た
院
内
研
修
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

四
月 

●
虐
待
に
つ
い
て

 

●
医
療
安
全
に
つ
い
て

五
月 

●
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

 

●
腰
痛
予
防
体
操

 

●
看
護
記
録
に
つ
い
て

六
月 

●
介
護
保
険
と
各
種
施
設
の
違
い
に
つ

い
て

 

●
感
染
対
策
に
つ
い
て

 

●
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

七
月 

●
薬
剤
の
管
理
に
つ
い
て

 

●
医
療
安
全
に
つ
い
て

 

●
輸
液
ポ
ン
プ
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
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て

八
月 

●
安
全
運
転
講
習

 

●
Ｎ
Ｓ
Ｔ
研
修
（
歯
科
）

 

●
認
知
症
の
対
応

 

●
防
犯
講
習
・
訓
練

九
月 

●
行
動
制
限
に
つ
い
て

 

●
感
染
標
準
予
防
策
・
手
指
衛
生
に
つ

い
て

 

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て

 

●
人
事
考
課
に
つ
い
て

 

●
Ｂ
２
・
歯
科
・
リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
科 

研
究
発
表
会

 

●
第
三
十
一
回
日
本
慢
性
期
医
療
学
会
・

第
三
十
四
回
全
国
老
人
保
健
施
設
大
会

リ
ハ
ー
サ
ル

 

●
認
知
症
の
理
解

 

●
救
急
蘇
生
に
つ
い
て

 

●
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

十
月 

●
看
護
計
画
に
つ
い
て

 

●
Ａ
ケ
ア
研
修

十
一
月 

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て

 

●
ノ
ロ
吐
物
処
置
対
応

 

●
認
知
機
能
検
査
と
回
想
法
に
つ
い
て

 

●
第
三
十
一
回
日
本
慢
性
期
医
療
学
会
・

第
三
十
四
回
全
国
老
人
保
健
施
設
大
会

報
告
会

 

●
施
設
利
用
者
の
人
権
・
精
神
保
健
福
祉

法
に
つ
い
て

 

●
看
護
研
究
発
表

 

●
パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア

三
月 

●
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
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Ｐ
Ｉ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
二
月
五
日

か
ら
五
月
十
日
ま
で
「―
染
色―

藤
本

眞
理
子
展
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

藤
本
さ
ん
は
京
都
の
短
期
大
学
に
て
染

色
研
究
科
を
修
了
し
て
以
来
、
染
色
一

筋
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
芸
術
家
で
す
。

染
色
を
専
攻
す
る
こ
と
と
な
っ
た
キ
ッ

カ
ケ
は
、
高
校
の
家
庭
科
で
余
っ
た
白
い

生
地
に
色
を
付
け
た
い
と
考
え
、
エ
ジ
プ

ト
の
壁
画
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
染
料
用
の
絵

の
具
で
染
め
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
絵
を

描
く
こ
と
よ
り
も
染
色
の
職
人
に
な
る
こ

と
に
魅
力
を
感
じ
、
デ
ッ
サ
ン
を
勉
強
す

る
た
め
に
入
学
し
た
藤
本
さ
ん
。
と
こ
ろ

が
、
多
く
の
先
生
方
が
芸
術
家
肌
で
ア
ー

ト
に
信
念
を
持
た
れ
て
い
る
環
境
だ
っ
た

た
め
、
自
然
と
藤
本
さ
ん
も
染
色
の
芸

術
家
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

藤
本
さ
ん
は
主
に
蝋
纈
（
ろ
う
け
つ
）

染
め
を
主
と
し
て
染
色
作
品
を
作
り
上

げ
て
い
ま
す
。
蝋
纈
染
め
と
は
、
固
定
し

た
布
に
薄
い
色
か
ら
染
料
を
塗
っ
て
い

き
、
そ
れ
以
上
に
濃
く
染
め
た
く
な
い
部

分
に
は
蝋
を
上
に
置
き
、
蝋
が
置
か
れ
て

い
な
い
部
分
だ
け
が
少
し
ず
つ
濃
く
染

ま
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
一
日
ず
つ
何
度
も

繰
り
返
す
こ
と
で
、
絶
妙
な
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
味
わ
い
深
い
作
品

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
蝋
纈
染
め
は
や
り
直
し
が

利
か
ず
、
作
品
の
表
情
は
日
々
変
わ
っ
て

い
き
、
毎
日
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

最
初
に
予
想
し
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
多
い
作
品
も
あ
る
の
で
、

藤
本
さ
ん
は
作
品
を
必
ず
完
成
さ
せ
て

か
ら
、
そ
の
作
品
を
ボ
ツ
に
す
る
か
否
か

を
決
め
る
そ
う
で
す
。
終
わ
る
ま
で
は
何

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
た
と
え
失
敗

し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
次
に
繋

げ
て
い
く
。
ま
る
で
、
人
生
の
教
科
書
み

た
い
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

藤
本
さ
ん
は
、
自
分
の
作
品
を
見
て

く
れ
た
方
が
少
し
で
も
安
ら
ぎ
を
感
じ
て

く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
そ
う
で

す
。Ｐ
Ｉ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
木
の
温
か
み
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。
藤
本

さ
ん
が
大
好
き
な
自
然
か
ら
パ
ッ
シ
ョ
ン

を
感
じ
て
作
り
上
げ
た
作
品
た
ち
が
、
こ

の
空
間
に
溶
け
込
ん
で
お
り
、
素
晴
ら
し

い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
来
院

さ
れ
た
皆
様
に
少
し
で
も
安
ら
ぎ
を
提

供
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

事
務
部

　穴
田

　雄
大

　

1月1月 2月2月 3月3月
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●

新年会／スタッフによる劇
（にぎや家）
新年大書初め（まいえ1）
初詣（まいえ2）
初詣／おみくじ引き（B7）
おやつレク【ほほえみ・ふれあい・
いこい・つどい】（陽光の家）
売店（陽光の家）
郷土料理【秋田】（陽光の家）
七草粥を食べよう（つぼい）
初詣／五日市観音神社（つぼい）
鏡開き（つぼい）

●
●
●

●
●

●
●
●

鬼退治的あて（にぎや家）
節分（まいえ1）
鬼をやっつける
豆まき風玉入れ（まいえ2）
剣で鬼を叩く（B7）
おやつレク【ほほえみ・ふれあい・
いこい・つどい】（陽光の家）
売店（陽光の家）
郷土料理【大分】（陽光の家）
節分豆まき（つぼい）

●

●
●

●
●

●
●
●

●
●

●

ひなまつり
輪投げゲーム（にぎや家）
ひなまつり（まいえ1）
ひなまつり
昼食バイキング（まいえ2）
ひなまつり（B5）
ひなまつり
【写真撮影・特別おやつ】（B6）
ひなまつり（B7）
売店（陽光の家）
おやつレク【ほほえみ・ふれあい・
いこい・つどい】（陽光の家）
郷土料理【大阪】（陽光の家）
ひなまつり会
（つぼい）
お花見会
（つぼい）

いきいき行事ダイジェストいきいき行事ダイジェスト
藤
本
眞
理
子
展

藤
本
眞
理
子
展

―
 

染 

色 ―
―
 

染 

色 ―

たくさんのケーキに
皆さん喜ばれていました。

認知症病棟  Ｂ7 2月の行事  「節分祭」2月の行事  「節分祭」

にぎや家 ３月の行事  「ひなまつり／輪投げゲーム」３月の行事  「ひなまつり／輪投げゲーム」 行
事
だ
よ
り

鬼退治!!

桜とたんぽぽを飾り少し
早い春を感じていただき
ました。手作りの雛人形
の的に真剣な表情で輪を
投げる姿が印象的でし
た。皆さんの温かい声援
もあり和やかな輪投げ大
会となりました。
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にぎや家 ３月の行事  「ひなまつり／輪投げゲーム」３月の行事  「ひなまつり／輪投げゲーム」 行
事
だ
よ
り

鬼退治!!

桜とたんぽぽを飾り少し
早い春を感じていただき
ました。手作りの雛人形
の的に真剣な表情で輪を
投げる姿が印象的でし
た。皆さんの温かい声援
もあり和やかな輪投げ大
会となりました。
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表
紙
の
ご
紹
介
に
あ
る
よ
う
に
、
今

年
も
当
法
人
の
敷
地
内
や
お
向
か
い
の

公
園
の
桜
は
、
患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ

ま
、
ご
近
所
さ
ま
に
好
評
で
し
た
。

み
な
さ
ん
の
お
近
く
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
に
き
れ
い
な
桜
が
今
年
も
咲
い
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
楽
し
ま
れ
た
で
し
ょ

う
か
？

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
た
り
気
分
を
変

え
た
り
し
て
く
れ
る
お
花
の
力
っ
て
す

ご
い
な
ー
と
、
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
Ｎ
）

編
　集
　後
　記

四
月
の
初
旬
、
ナ
カ
ム
ラ
病
院
を
囲

む
様
に
満
開
の
桜
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
桜
の
木
の
下
を
職
員
と
楽
し
そ

う
に
散
歩
す
る
患
者
さ
ま
。
時
折
舞
い

落
ち
る
花
び
ら
が
顔
に
当
た
る
こ
と
を

喜
ぶ
笑
い
声
が
聞
こ
え
、
私
も
幸
せ
に

な
っ
た
瞬
間
を
収
め
ま
し
た
。

ど
ん
な
日
に
も
、
き
っ
と
意
味
が
あ

り
、
ど
ん
な
こ
と
も
、
い
つ
か
楽
し
い

思
い
出
に
。
明
日
も
笑
い
あ
え
ま
す
よ

う
に
。

施
設
清
掃

　三
好

　奈
緒

　

今
月
号
の
表
紙
の
ご
紹
介

今
月
号
の
表
紙
の
ご
紹
介

祝！ 合格祝！ 合格

ソラちゃんとフィオには、これからイベントやホームページなど、
さまざまな場所で活躍してもらいます！

職員公募のもと、当法人のロゴマークをモチーフにしたキャラクター
「ソラちゃん」と「フィオ」が誕生しました。
発案者は理学療法士の中村萌子さんです。

働きながら勉強し、見事に資格をとった職員の方々です。
おめでとうございます。

【看　護　師】 武田　美香
【介護福祉士】 石嵜　知敏
 グエントゥイリン
　　　　　　　（技能実習生初の取得者です）
 室屋　絵理香
 中川　豊広

ソラちゃんは、ヒーローマントをまとっ
ていて、地域のためのセーフティネットで
あり続けたいという当法人の想いをイ
メージしています。名前は、
太陽のように明るい子という
意味を込めて、イタリア語で
太陽の意味を持つソラーレ
（solare）から名付けました。

フィオは、ソラちゃんの相棒で、当法人
が地域にしっかりと根付いていることを
表しています。フィオの目は、利用者さま
や患者さま、職員、地域の方々、みんなの
心に灯るあたたかい火から宿った色で、
この火を灯しつないでいく意思がひいろ

（緋色）に輝いています。名前
はイタリア語で花を意味する
フィオーレ（Fiore）から名付
けました。

・ 
  　　　　　　　　　　 … 2p
・ PIAギャラリー
　―染色―藤本眞理子展 …………… 6p
・ 医療法人ピーアイエー
　公式キャラクター誕生…………… 8p
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医療法人ピーアイエー

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

グループホーム


